
■時 日時   ■場 会場   ■内 内容   ■対 対象   ■定 定員   ■費 参加費  ■申 申し込み  ■問 問い合わせ   ■ＨＰ ホームページ   ■メール メールアドレス   ■他 そのほか   ■携 携帯電話凡例

■対 
一
般
ớ
幼
児
は
保
護
者
同
伴
ỜỐ

■定 
　
人
Ố

20
■費 
無
料
Ố

■他 
歩
き
や
す
い
服
装
で
靴
ỏ
飲
み
物
ỏ

タ
オ
ル
ỏ
雨
具
を
持
参
Ố

■申 
事
前
に
左
記
へ
ớ
先
着
順
ỜỐ

■問 
本
埜
保
健
セ
ン
タ
ồ
Ố

市
民
健
康
講
演
会

胸
印
旛
郡
市
歯
科
医
師
会
主
催
Ố

■時 
　
月
　
日
蚊
・
午
後
2
時
Ỗ
4
時
Ố

11

15

■場 
成
田
市
芸
術
文
化
セ
ン
タ
ồ
3
階
Ố

■内 
テ
ồ
マ
ủ
子
ど
も
の
食
べ
る
機
能

の
発
達
を
支
援
す
る
た
め
に
ỨỐ

噛
講
師
ộ
田
村
 文
誉
 氏
ớ
日
本
歯
科

ふ
み
お

大
学
教
授
・
口
腔
リ
ハ
ビ
リ
テ
ồ

シ
ἀ
ン
多
摩
ク
リ
ニ
ỽ
ク
口
腔
リ
ハ

ビ
リ
テ
ồ
シ
ἀ
ン
科
科
長
ỜỐ

■対 
印
旛
郡
内
に
在
住
ỏ
在
勤
の
人
Ố

■定 
3
0
0
人
Ố

■費 
無
料
Ố

■申 
　
月
6
日
画
ま
で
に
氏
名
ỏ
住

11
所
ỏ
電
話
番
号
ỏ
F
A
X
番
号
を
記

入
し
ỏ
F
A
X
ま
た
は
メ
ồ
ル
で

左
記
ま
で
ớ
事
前
申
込
優
先
ỏ
当
日

参
加
可
ỜỐ

■問 
　
印
旛
郡
市
歯
科
医
師
会
ớ
緯
碓27 

（公社）
1
8
9
4
・
胃
碓27 
1
8
9
6
・
■メール id

a1
8
9
4
@
y
o
.rim

.o
r.jp

ỜỐ 
  

  印
旛
高
校
跡
地
認
定
こ
ど
も
園

　
　
設
置
運
営
事
業
者
を
公
募

　
市
で
は
ỏ
J
R
木
下
駅
圏
に
設

置
し
て
い
る
公
立
幼
稚
園
ớ
大
森

幼
稚
園
Ờỏ
公
立
保
育
園
ớ
大
森
保

育
園
・
木
下
保
育
園
Ờ
を
統
合
し
ỏ

印
旛
高
校
跡
地
に
新
た
に
民
設
民

営
に
よ
る
幼
保
連
携
型
認
定
こ
ど

も
園
の
整
備
ớ
平
成
　
年
4
月
開

29

園
予
定
Ờ
を
計
画
し
て
い
ま
す
Ố

　
当
該
施
設
の
設
置
・
運
営
を
行

う
民
間
事
業
者
ớ
学
校
法
人
ỏ
社

会
福
祉
法
人
に
限
る
Ờ
を
公
募
し

ま
す
Ố

■時 
　
月
　
日
牙
Ỗ
　
月
　
日
俄
Ố

10

15

11

16

■問 
保
育
課
保
育
班ớ
緯
内
線
2
2
1
ỜỐ

　　花壇づく花壇づくりり
参加団体募　　　　 参加団体募集集

非
常
勤
職
員
ớ
幼
稚
園
Ờ

　
幼
稚
園
補
助
教
諭
と
し
て
担
任

と
協
力
し
ỏ
園
児
の
支
援
を
行
い

ま
す
Ố

胸
勤
務
時
間
ộ
週
5
日
　
時
間
以
内
Ố

29

胸
賃
金
ộ
時
給
9
5
0
円
ỏừ
幼
稚

園
教
諭
免
許
を
有
す
る
人
Ử
時
給

1
街
1
0
0
円
Ố

■申 
　
月
　
日
画
ま
で
に
左
記
ま
で
お

10

30

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
Ố

■問 
学
務
課
学
務
班
ớ
緯
内
線
5
2

2
ỜỐ

保
育
園
で
働
き
た
い
人
の
た
め
の

　
　
　
　
　
就
労
支
援
研
修
会

　
保
育
士
資
格
を
持
ỳ
て
い
て
保
育

園
で
働
い
て
み
た
い
け
れ
ど
ỏủ
保

育
現
場
を
長
く
離
れ
ỏ
働
く
こ
と
に
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募
集

不
安
が
あ

る
Ứủ
保
育

園
の
現
状

が
分
か
ら

な
い
Ứ
な

ど
と
思
ỳ

て
い
る
人

に
対
し
て
ỏ
安
心
し
て
保
育
園
で
働

く
た
め
の
就
労
支
援
研
修
会
を
開
催

し
ま
す
Ố

　
実
際
の
保
育
の
現
場
を
見
た
り
ỏ

現
場
の
声
な
ど
に
触
れ
る
こ
と
で
ỏ

不
安
や
疑
問
を
払
拭
し
ỏ
保
育
園
で

の
就
労
を
応
援
し
ま
す
Ố

■時 
　
月
　
日
画
・
午
前
　
時
Ỗ
正
午
Ố

10

30

10

■場 
高
花
保
育
園
Ố

■対 
保
育
士
の
資
格
を
有
し
ỏ
市
立
保

育
園
で
の
就
労
を
希
望
さ
れ
る
人
ỏ

ま
た
は
検
討
し
て
み
た
い
人
Ố

■定 
　
人
程
度
Ố

20
■申 
事
前
に
電
話
で
左
記
ま
で
ớ
先
着

順
ỜỐ

■定 
　
組
Ố

20
■費 
無
料
Ố

■他 
お
子
さ
ん
の
飲
み
物
ỏ
お
む
つ
な

ど
を
持
参
Ố

■申 
事
前
に
電
話
ま
た
は
左
記
窓
口
ま

で
ớ
先
着
順
ỜỐ

■問 
本
埜
保
健
セ
ン
タ
ồ
ớ
緯
碓97 
1
1

1
1
ỜỐ

怯
ウ
オ
ồ
キ
ン
グ
習
慣
を
生
か
し

て
松
山
下
公
園
コ
ồ
ス
を
歩
こ
う

　
松
山
下
公
園
か
ら
浦
部
川
に
沿
い
ỏ

泉
倉
寺
を
経
て
ỏ
田
園
風
景
の
中
を

約
3
娃
歩
き
ま
す
Ố

　
泉
倉
寺
で
は
ỏ
ご
住
職
か
ら
お
話

を
伺
い
ま
す
Ố
ま
た
国
指
定
の
重
要

文
化
財
ủ
宝
珠
院
観
音
堂
Ứ
を
見
学

し
ま
す
Ố

■時 
　
月
　
日
峨
・
午
前
9
時
Ỗ
正
午
Ố

11

17

■場 
松
山
下
公
園
総
合
体
育
館
前
集
合

ớ
浦
部
ỜỐ

■内 
写
真
で
見
る
松
山
下
公
園
コ
ồ

ス
Ố

■問 
保
育
課
保
育
班
ớ
緯
内
線
2
2

3
ỜỐ

地
区
健
康
推
進
員
活
動

怯
ベ
ビ
ồ
と
マ
マ
の
テ
ỹ
ồ

ル
ồ
ム

　
子
育
て
中
の
マ
マ
が
ほ
ỳ
と
一

息
で
き
る
よ
う
な
場
を
提
供
し
ま

す
Ố
　
地
区
健
康
推
進
員
が
作
る
簡
単
な

お
や
つ
と
お
茶
を
楽
し
み
な
が
ら
ỏ

マ
マ
同
士
で
お
し
Ỵ
べ
り
し
ま
し
Ỷ

う
Ố

■時 
　
月
　
日
牙
・
午
前
　
時
Ỗ
　
時

11

12

10

11

　
分
Ố

30■場 
ふ
れ
あ
い
文
化
館
ớ
原
ỜỐ

■対 
1
歳
6
カ
月
く
ら
い
ま
で
の
子
と

保
護
者
Ố
日
中
お
孫
さ
ん
の
お
守
り

を
し
て
い
る
祖
父
母
の
参
加
も
可
Ố

健
康

順天堂大学公開講順天堂大学公開講座座
筋力アップで生涯を幸福　筋力アップで生涯を幸福にに

東京電機大　　 東京電機大学学
マイペースパソコン　　　   　 　　マイペースパソコン塾塾

　東京電機大学の学生によるマイペースパソコン塾を開催します。
　東京電機大学の学生と地域住民とのパソコンを通じた交流と、パソコン初心
者の技術の向上を目的に実施します。
　マイペースパソコン塾は、自由参加型で自由に入退室でき、個々のパソコン
操作の課題に対して先生（学生）たちが優しく相談に乗ってくれます。ぜひこ
の機会に、パソコン技術の向上を目指しませんか。
■時 開催日時… 11月7日（土）、14日（土）、28日（土）、12月5日（土）、12日
（土）・いずれも午前10時～正午、午後1時～4時。
■場 中央公民館（大森）。■定 15人。
■他 パソコンを持参（インターネットの接続、印刷はできません）。
■申 当日会場で（先着順）。満席の場合は先に入場している人の退出をお待ちい
ただきます。
■問 中央公民館(緯碓42 2911)。

　基礎からじっくり学びたい人向けに、加齢による筋
肉の変化やその予防法を学びます。
※Aコース（講義・60分）。
噛講師…町田修一氏（スポーツ健康科学研究科准教
授）、吉原利典氏（研究推進支　援センター特任助教）。
■時 11月1日（日）・午前10時～11時（予定）。
■場 順天堂大学さくらキャンパス2号館21番教室。
■定 200人。
■申 不要。
■問 運動生理学研究室・関谷、中潟、尾崎（緯碓98 1001・
内線312）。
※問い合わせは午前10時～午後4時（月曜、水曜、木
曜日）。

参加無料参加無料 　
市
内
全
域
で
ỏ
歩
行
喫
煙
ỏ
ポ
イ
捨
て
な
ど
を
禁
止
し
て
い
ま
す
Ố

　
一
人
ひ
と
り
が
モ
ラ
ル
の
向
上
を
は
か
り
ỏ
マ
ナ
ồ
と
し
て
定

着
す
る
よ
う
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
Ố

美
し
い
街
を
つ
く
る
た
め

　市内全体に四季折々の花が咲き誇る景観を増やし、魅力あるまちづくり
を推進するため、市内で花を植栽する活動団体を募集します。
　参加団体には、市からプランタ、苗、肥料、培養土を支給します。
■対 次のすべてを満たす団体。
葛市内在住、在勤、在学者で、花壇づくりに意欲のある 3人以上からなる
団体。
葛市内で多数の人が鑑賞できる場所に、年間を通して花の植栽管理が行え
ること。活動場所は、土地の所有者または管理者の承諾を得ていること。
葛活動写真を定期的に市へ提出し、市ホームページなどへ掲載できること。
葛年度末に活動報告書を提出すること。
■定 5団体程度。
■申 11月 30日（月）（消印有効）までに、必要事項を記入し「花壇づくり活
動計画書」と「花壇づくり活動団体名簿」を郵送、メールまたは直接下記
窓口まで持参。
※「花壇づくり参加団体募集要領」をふるさとづくり推進課窓口、各支所、
出張所、公民館、図書館、コミュニティセンターで配付、市ホームページ
からダウンロードも可。
※選考は先着順に審査し、合否を決定し、応募者全員に通知。
■問 ふるさとづくり推進課（〒 270― 1396印西市大森 2364― 2・■メール 
furusatoka@city.inzai.lg.jp）。

浦部「大六天」の植栽活動


